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年

一

圓
八
十
錢

.
如

何

に

，
し

て

學

ぶ

べ

き

か

:

:

:
，
：
:
•
.加

田

哲

.
1

一

『

一
一
一
由
學
會
雜
誌

I

を
三
用
の
講
義
だ
と
す
れ
ば『

現
代
の
經
濟』

は
敎
授
の
私
宅
訪
問
で
す
。

■

紫
燬
を
燻
ら
し
な
が
ら
(0
.
お
話
を
娛
し
ん
で
い
た
ぐ
き
た
い
、の
で
す
0
懐
し
い
致
師
士
膝
を 

.
:交
へ
て
の
歡
談
の
裡
に
、
戚
：太
な
_
合
雜
誌
に
は
期
待
で
き
な
，い
痛
烈
.な
時
事
評
論
を
承
る
' 

こ
と
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
.で
す
':
0

r

田

學

會

し

_

_

|

:

_

道

：海

1

_

寶

：
©

義

析

|

其

：
|

_

增

井

幸

滋
に
遒
路
運
送
费
と
は
、.
.遒
|
上
の
颂
錢
機
關
の
；利
用
に
：對
し
て
支
拂
«
れ
：る
對
價
を
意
味
す
る
の
、で
は
な
く
、
.此
:0
運
：送
：行

爲

:;
5
: 

狩
ふ
嫁
收
靡
す
名
費
^
だ
意
味
す
る
.
0
:
:
:
.

例

{
:
.
ば
ぶ
公
衆
が
，
ク
を

家
具
の
遝
擺
を
ト
，ラ
‘ッ
ク
業
背
に
侬
賴
す
る
運
搬
賃
と
か
云
ふ
が
如
:#
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
是
等
の
タ
ク
シ
_丨
又
は
ト
ラ
ッ
ク
‘ 

を
運
用
す
巧
1

者
に
掛
つ
て
來
る
掼
の
：費
用
を
指
す
の
で
.あ
る
？
又
、
道
路
運
送
と
は
、
' 直
接
に
道
路
卜
：で
行
は
取
る
運
送
の
意
脒

で
あ
つ
で
、
道
路
上
忆
敷
設
さ
れ
允
軌
道
の
上
で
行
は
れ
る
運
送
灰
含
ま
な
い
。
例
へ
ば
•、
•本
邦
の
法
制
上
に
於
て
軌
道
と
呼
ば
れ
る
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則
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公
典
逍
路
上
把
敷
設
名
れ
た
も
の
で
.、
通
例
姑
路
面
電
単
と
呼
ば
れ
る
も
,<
0
が
大
部
分
を
卜
|-
1
め
て
焐
る
-が
、
之
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.道
路
述
送
欺
の
分
析W

其

の

效

用

'.
ニ 

(
U
3

ニ
四)

.•は
實
は
廣
義
の
鐵
道
の
'一
種
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
道
路
運
送
の
观
圍
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
.本
來
の
道
路
.の
路

面

上

に

於

て

.直

接

に

行

は 

、

るp
^

に
.も•

車
輛
を
利
用
す
る
も
の

-^
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
現
今
は
殆
ん
ど
總
べ
て
が
琪
輛
を
利
用
す
る
も
の
：.か
ら
成 

つ
‘て
居
る
。
特
に
近
來
は
自
動
琪
を
利
用
す
る
名
の
が
大
部
分
を
占
め
て
居
る
か
、
又
は
占
め
る
に
至
ら
ん
と
す
る
傾
向
に
在
る
。
故

：
 

に
、
，.玆
で
，は
自
動
取
運
送
に
要
す
る
费
用
を
採
っ
て
、
之
を
種
々
の
兄
地
か
ら
分
析
し
、
共
の
性
質
を
探
づ
，て
、
そ
れ
が
運
送
營
業
上 

竑
に
.交
通
政
.策
上
に
於
て
有
す
る
意
義
.の
一
端
を
示
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

.

1
K

ふ
ま
で
も
な
く
、
道
路
運
遂
は

{
方
で
は
道
路
を
利
用
し
他
方
で
は
自
動
^
を
利
用
し
て
行
は
れ
る
.か
ら

、

其

の

爲

の

^

抨

は

道 

路
と
自
動
班
と
の
双
丸
に
於
て
發
生
す
る
。
從
っ
て
道
路
の
赞
用
と
自
動
車
の
酱
と
に
分
け
て

■

す
る
必
要
が
あ
る
。
先
づ
前
者 

を
考
察
し
、
次
に
後
者
に
及
び
、
最
後
に
雨
#
を
綜
合
漪
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 
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道
路
は
其Q

建
設Q

爲
めQ

み

S

用
を
要
す
る
も
？

は
な
く
、
旣
に
完
於

t
て
現
に
利
用
さ
れ
っ
、
あ
る
道
路
に

就

て

取

て

：も

、 

そ
乜
は
苹
々
に
幾
何
か
の
費
用
を
要
し
て
思
る
も
.の
で
あ
る
。
此
の
費
用
は
、
分
析
す
れ
ば
少
く
も
次
の
如
き
截
目
に
分
た
れ
得
る
。
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i
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S
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|

の
|

に
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社
f

 Q

他
.の

贾

金

)

に
ょ
々

5

f

れ

I

含

翁

設

費

#

f

营

選

 

:

费

中

S

上
す
る
必
要
f

こ

と

達

金

I

な
い
所
で
あ
る
が
、
m

部
が

i

收
入
X
薜

I

灸

^

I

I
合

^
. 

'

:

は
資
本
金)

を
以
て
裹
さ
れ
た
場
合
に
於
て
も
此
の
費
目
を
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。
藍
し
、
此
の
I

は
、
他
の
.
S

へ
の
支
出 

•

ょ
つ
て
f

る
べ
き
.利
益
I

牲
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ

り

、從
つ
て
道
路
の
爲
に
年
々
此
の
8

の

損

失

を

し

つ

i

 

も
の-

タ
な
ら
な

>
ヵ
ら
て
あ
る
。
咕
、
そ
の
利
率
と
繼
擎
限
と
を
幾
何
に

.
S

す

ベ

き

菜

間

題

i
な

衾

r

之
：を
公
賡
f

 

•

.つ
た
I

I

じ
て
*

f

t

と
は
不
當
で
は
あ
る
ま
い
。
即
ち
利
率
は
普
通
の
公
i

子
に
：f

t

f
ル
、
年
限
I

路
建
設 

S

.
つ
て
‘社
會
が
得
る
所
の
利
益
を
以
逐
設
費
が
償

¥

れ
終
る
ま
で
の
年
数
を
計
算
す
れ
ば
|

象

、

::
:
:
.
^
^
^
^

t̂

0

0

^
,
一

 

定

の

使

■

限

が

あ

つ

て

其

の

後

は

廢

黎

さ

れ

が

が

如

き

も

ね

、

例

べ

霞

*

、
產

、

 ̂

_

彻

等':'

04

そ
: ^

=

1

:

さ

，
^

る
も
：ので
あ
る
が
道
路
は
；愛

.

に
使
用
す

.

る
目
的
を

■

以
：蒸
ら
れ
維
持
さ
れ

.

て
居
る
の
セ

.

あ
づ
そ
、
大

_ 

奢

於

て
#

.

場

重

篏

I

な
い

.0

唯
、
交

通

舊
I

來
激
變
し
て
、

•

現

參

道

路

：の
ベ
一

I

使
用
さ
れ
歎

i

l

つ
'

て

'

慶

雀

れ
■

如

養

環
f

か

各

れ

ず

、.

又

將

逮

道

路

ヒ

争

る
l

i

l

を

i

■

て
f

l

■

は̂

^

.
後

れi

f

、へ
根
本
的
|

造
ナ
る
必
要
が
起
る
か
も
知
れ
、な
い
。
故
に
.、
斯
か
る
際
0'
;
廢
道
|

價
格
を
箅
出
す
る
爲
め
、(

|

改 

-

1

際
の
費
用
I

を
行
ふ
爲
の
準
備
と
し
て
、
減
價
を
計
上
す
る
こ
と
は
無
用
で
は
な
.い
の
f

る
。
但
し
、
.時
代
後
れ
と
I

し 

め
な
い
爲
に
漸
進
的
に
改
良
す
.る
方
針
を
加
味
し
い
次
に
揭
げ
る
維
持
費
I

し
卜

I

益
上
す
る
と
と
に
す

れ

ば

、

•

項
目
は 

省
略
し
‘て
.も
大
な
る
支
傳
は
來
さ
な
い
で
あ
ら
ぅ
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六〕 

'
排
持

«

は
、
.
年
々
の
支
队
の
主
製
：部
分
を

_

成
す
る

9
思
ふ
に
、
道
路
は
売
成
し
た
と
一

k

ふ
一
事
を
以
て
萬
祺
が
終
つ
た
も
の
で
は 

.な

.く
、
.
そ
れ
を
常
に
完
全
に
利

.用

し

得

：る

狀

態
<の
下
に
避
く
こ

.と
を
耍
す
る
も
の
で
あ
る

‘が
、
道
路
は
使
用
を
開
始
す
る
や
否
や
忽
，ち

. 

a

々
:<
p

醫

：に

沾

タ

て

：太

小

^

霍
受
來
す
が
ら
ば
常
祐
維
持
費
を
：家
出

.し
汝
^

权
ぼ

^

.
:' ',

.;.
;
:
.
.
:ノ
ぺ
ノ
く
：
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:.
■

を
坐
じ
た
と
か
鋪
裝
が
傷
い
た
と
か
云
ふ
が
如
き
日
常
的
に
發
牛
：す
る
小
破
損
に
對
し
て
は
各
年
度

«

に
修
理
費
を
支
出
し
な
け
れ
ば
.，
 

な
ら
ず
、，

'

p

裝
に
も
大
體
の
生
命
が
あ
り
橋
梁
そ
の
，他
も
腐
朽
す
る
か
ら
、
數
牢
又
は
十
数
年
每
に
路
面
の
再
鋪
裝
や
橋
梁
の
架
け
換 

，養

ふ

|

_

如

1

々
|

る
修
理
を
行
は
な

X

ば
I

.
な
い
。

f

道
I

時
代
後
れ
と
な
ら
し
め

S

と
す
れ

f

記
.の 

如
く
に
改
良
を
加
味
し

.
'な
け
れ
ば

.な
ら
な
い
の
で
あ

.0
て
、
例
へ
ば
造
路
上
を
通
行
す
る
車
輛
が
逋
く
な
り
速

';
<
走
る
時
代
に
な
れ
ば

•
.
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. 

.

;•
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• 

. 

.

.

. 

.

.

.
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. 

.
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.

.

.

.

.橋
梁
の
.：强
さ
を
.增
す
^
哀
.
4が
如
べ
.に
，
少
く
と
も
部
分
的
.の
.改
良
は
道
路
の
'廢
莱
:|
:
來
さ
し
め
ぬ
.爲

：に

は

是

弗

と

も

必

要

：
に

な

る

.
0 

ぐ
最
後
に
管
理
费
で
あ
冬
が
パ
之
ほ
遣
路
ぬ
淸
掃
ご
除
雪
フ
保
氣
”
點
燈
ノ
信
號
等
の
油
^

.

.

.

-

V 

• 

• 
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.
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.
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..r,

■:
b
め
各
爲
に
..要
す
る
も
の
で
、
交
通
量
が
增
大
す
：

る
. ：

に
つ
れ
，て
益
々
そ
め
爲
の
物
的
設
備
も
入
的
勞
働
も
餘
分
.に
.
|
^
す
，る
^
と
"に
.な
る
。 

,
.此
の
費
目
.は
、
'霞
の
道
路
ノ
交
；通
量
0
1少
い
道
路
、
;:
'田
舍
地
：方

(0
.道
路
.に
於
-€
:は
童
；要
性
が
比
鉸 

交
通
量
の
多
い
高
：
 

級
：の
都
#
地

道

路

に

於

ゼ
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極

め

て
ー

重
要

'に
な
：.る
0

あ̂
.み
0て

.
，

’ 

.

:
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\

'
'
.年
.々
'の
遞
路
礙
を
糨
成
ず
名
諸
費
目
'の
，
中

，
で

、
，
第
;-
-
*

世
と
匕
ょ
0
ャ
定
ま
る
が
、
利
率
崦
假
霞
に
同
一
^
す
れ
ば
:'
利
^
額
は
建
設
工
事
費
の
大
小
に
ょ
っ
：て
定
ま
り
、
建
設
ェ
事
費
の
大
ー

I

f

 

S
，
設
備
I

I

高
低
、

及
び
■

の
I

等
に
ょ
つ
.て
定
ま
る
？

あ
つ
r
V
要
I

:道

達
 

に
遙
ら
れ
る
ほ
«
益
_々
.多
額
を
要
す
る
.
.の.で
あ
る
_
0
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诈

寺

.■こ
、
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'
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t
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s
a
i

V
-J/
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了

u
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.
交
ト
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を
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で

あ
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と
す
れ
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に
多
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鋪
|

點
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る
に
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改

f

 

I

係
i

取
言

に

據
れ
ば
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メ
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ル
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延
長
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ヰ
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の
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の
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つ
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定
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內
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得
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動
車
裏
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却
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す
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ソ
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得
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.
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l
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故
に
、

速
カ
を
高
め
る
こ
と
は
道
路
の
費
用
を
比
較
的
に
減
少
せ
し
め
る
所
以
と
な
る
，の

\

で
あ
：る
0 .

此
の
こ^

は
*
.
速
カ
獪
川
を
妨
デ 

る
事
情
、
否
、

.一
定
わ
速
力
を
維
持
す
る
こ
I

す
t

浮

る

事

情

m

道
路
•に
關
し
5

に

注
意
す
る
必
要
が

.

あ
る
。 

道
路
の
改
良
が
一
般
‘に
自
動
取
の
侧
に
张
ず
る
費
用
を
節
約
せ
.し
め
る
こ
と

は後
段
に

述
ベ
る
所
の
如
く
で

.

あ
る
、が
、
.猶
そ

れ
は
道
备 

の
侧
に
生
ず
る
栽
用
に
も
節
約
を
來
さ
し
め
る
の
で
あ
つ
、て
，
路
面
の
改
良
、
消
路
上
に
於
け
る
障
故
物
の
撤
去
、
幅
員
の
：急
激
に
狹 

ま
る
個
所
即
ち所

！！

ボ.ッ
_
.
>

ル.

ネ'

タ
ク
：の
除
去
等
は
.、

道
路
費
の
.節
減
の
爲
に
も
當
然
に
必
要

愈
ぶ
と
：
と
宏
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
いo

:(

五
}

麵

'L
て
、
道
路
1
の
運
送
に
於
て
自
動
車
$
側
に
坐
ず
る
瘦
用
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
0
. 

: 

:
v 

.

自
動
車
の
费
用
は
種
々
の
項
目
に
分
た
れ
得
る
。
其
の
分
類
ガ
法
に
も
精
粗
の
別
が
あ
り
、
細
分
す
れ
ば
猶
十
项
旧
に
も
分
け
得
る

力
"

ば
十
疋
离
外
に
纏
め
る
こ
と
も
出
來
る
。
，今
、
比
較
的
S

な
もQ

を
擧
げ
て
見
る
-

U
、

左
の
如
き4-

1
5

目
位
に 

.分
け
る
.と
と
が
出
來
る
:0,

-

.

. 

<

等

の

羞

老

费

灌

_
何
は
、i

取
‘

造
i

f

滿

働
の
單
價
、
5

他
一
切
|

に
ょ
つ
て
不
同
t

鐘

H

、
今
、

一
例
と
し
H

I
簾

I

Q

I
育

I

京 

の
蕾
に
於
て
貨
物
自
動
取
に
就
て
爲
さ
れ
た

1

に
ょ
つ
て
見
る
と

.

各
瞀
の
金
額
は
次
の
如
く
暴

さ

れ

て

居
る
。一
費

目

客
 

類
I

I

も

I

.
致
し
な
い
が
、
大
f

に
1

,

1
と

裏

る

。
使

用

害

r

l

、

■

|

.

韦 

行I

一
千I

百

轩

と

し

て

の

一

，

ヶ

月

當

り

の

費

用

額

で

あ

る

。
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彳
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■
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三
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五
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三
•
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_

:
四
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へV
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四
、

M.
九6

-八
•
六 

0
0
6

之

に

ょ

つ

て

視

る

と

、

給

料

:,
^

全

體

の

四

分

の

一

弱

、

ガ

ソ

リ

ン

及

び

モ

ビ

ル

油

費

が

合

せ

：
て

四

分

の

*-
-,、
減
價
銷
却
が
約
六
分
の 

1

强
l

r-
l
め
て
居
り
、
典
の
他
は
何
れ
も
一
割
に
充
た
な
い
こ
と
が
發
見
さ
れ
る
。
.
勿
論
、
'別

.個

の

調

森

に

ょ

れ

ば

別

個

の

結

果

が

現
 

は
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
-'
t

)■?
>
が
、
併
し
、
典
o
各
費
目
の
相
對
的
.軍
要
性
が
.そ

^ ;
-

^

>

-の
場
合
に
見
出
さ
.れ
る
こ
と
に
變
り
は
な
ハ
o 

此
の
相
對
的
重
要
胜
を
知
る
こ
^

は
フ
自
動
車
の
費
用
が
如
何
な
る
亂
分
に
最
も
多
く
要
し
て
居
る
か
、
從
つ
.て

之

を

せ

し

：と
钦

す
る
場
合
に
は
何
れ
の
點
に
著
眼
す
る
を
要
ず
る
か
を
知
る
に
役
立
つ
。：
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自

動

車

運

送

の

寶

用

^

4

ず̂
:̂
:
者

'^
蕾
-
>
^
^
の

場

合

齡

幕

て

へ
{

*
ー
:«
深

は
6
 ̂
一tfr
當
りQ

單
價
を
算
出
す
、

ft
.の
.算
Hi

は

一

ヶ

;5
又
は
一
年
內
に
要
し
た
る
雜
費
用
を
^C

の
期
間
內
'に
'*
行

し

.^
距
離
で
劍
る
こ
と
に
ょ
つ
て
行
は
れ
る
。
此
，の
費
用
單
慣

は

自

動

雄
一
蕞
を
衔
す
る
皆
に
と
つ
て
、
M
に

、
，
同

種

の

自

動

取

を

數

»
有

す

.
る

者̂;
と0.

て
は
.ハ
其
の
車
輛
.に
就
い
て
の
.實
費
で

'«
>
:

り
異
な
る
種
類
の
自
動
取
を
多
數
に
有
す
る
客
に
，：

-y.

つ
て
は
典
？

均
的
實
賢
で
.
f

。
此
の
實
費
を
知
る
こ
と
は
-
響

を

定

め

る
場
合Q

 

i
礎

を

空

f

こ

含

外

f

な
い
。
貨
物
I

乘
客
I

載
し
て
寒
た

#

に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
.其
の
前
後

に

於

て:«
|
-
诹

か

ら

又

は

軍

茆

ま

で

空

艰

で

走

0 -
た
部
分
に
對
し
て
.も
料
金
を
課
-す
る
：と
袞
ふ
，營

業

方

法

を

取
つ
て
居
る
容
に
と
？

も

成

は

_

行
醫
が
何
れ
も
收
人Q

霞

と

な

つ

て

居

乘

富

霞

の

如

き

者

に

と

.つ
て
は
、
S

一
 
產
離
當
り
の
單

價
を
知
る
I

を
以
て
充
分
に
滿
足
し
得
る
で
急

ぅ

。
藍
し
，

S

貸

簾

送

を

行

益

合

に

：は
右
Q

S

費
用
は
其
の
.儘
に
運
賃

の
義
と
せ
ら
れ
得

•ベ
く
、
馨
一
人
又
は

«-
物

|
嗔
禪
位
の
運
賃
を
定
め
る
場
合
に
は
積
讓
カ
を
以
て一.

5

哩
當
仅
の
費
用
を

除

す

‘る

こ

と

に

ょ

つ

て

一

人

又

は

一
噸
當
り
の
費
用
を
見
出
し
て
之
を
速
質
の
裁
礎
と
爲
し
得
る
‘か
ら
で
あ
る
？
併
し
な
が
ら
多
く
の

場
合
に
は
ト
ラ
タ
ク
は
貨
物
を
積
載
し
て
走
づ
た
距
離
に
對
し
て
料
命
卜
課
し
、
タ
ク
シ
丨
は
乘
車
し
た
區
間
に
對
し
て
料
金
を
課

す
る
の
て
あ

つ

て

其
の
前
後
に
於
け
る
{叢

®
行
部
分
に
對

し

，
て

は

料

金

を

課

さ

な

い

。

故
に
、
片
道
を
空
？

走
る
場
合
と
如
、
■連

•

續
し
て
循
環
的
に
器
し
て
居
て
も
.空
車
走
行
.の
割
合
が
相
當
に
大
'な
る
も
の
の
場
合
に
は
、
翬
走
行
距
離
を
趴
て
總
費
用
を
割
.る

に
非
ざ
れ
ば
、
■墨
の
藤
と
爲
し
得
る
單
價
を
得
る
と
は
出
來
な
い
？
現
今
來
凉
附
近
に
於
て
士
フ
；

は
大
體
に
全
裏
距
離
の

五
害
五
分
は
_

走
行
で
あ
る
と
®

は

れ

て

居

る

が

、

此

の

場

合

，に

は

盈

雄

、走
行
割
ん
：：
'た

る

観

五

分

を

金

走

行

距

離

に

乘

じ

た

も

の
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.

. 

で
總
毀
用
を
除
^
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
P
又
、
，昭
和
十
席
五
旧
に
取
京
に
於
て
行
は
れ
た
タ
ク
シ

1

.

業
態
麗
に
現
は
れ
た
所
に
：ょ
れ 

"
ば

;;
;
'
1

:空
ff
<
宠
行
哩
激
は
總
走
行
’陋
數
忙
對
:1
^
て
> 
ハ
ィ
ャ
に
在
て
は
ゴ
ー
七
丄
ハ
汽
流
し
タ
ク
シ
ー
に
在
て
は」

一
一
七
‘
6
气

.：刚
者
嫌

 ̂

に

在

て

驾

^
*七
气
；_總
平
抱
ニ
六
人
％
に
達
:1
,て
居
る
が
$

京
市
役
所
、「

ダ
.ク
_シ
丨
業
態
調
嵛
報
齿」

、
三
六
頁)

、

此

の

：：場

脊

に

： 

篇

費

如

I

走
行
距
離
■

分
，

Q

 
ニ
弱
を
以
て
除
さ
.な
け
れ
ば
、
運
賃
の
義
た
り
得
叠
用
を
得
難
い
の
で
あ
るo

斯
く
わ
る
：こ

.

:
迄̂
4
0そ
取
價
は
當
然
1

€
乂

な

：涔

の

：
で

あ

る

慮

抱

此

め

1

'游
坐
.ず

る
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動
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間
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著
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飯
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忙

は

各

種

別
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：
：
に
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奪
す
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必
要
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あ
：今

特

用
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」
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合
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別
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^

0喪
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^

^

ょ
^
て
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S
I
i/
r
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^

•
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當
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れ
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濱
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^
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4
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存
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4
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な
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ぃ
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接
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暴
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つ
：.て
：所
興
が
違
つ
て
來
る
こ

|

|

(

例
へ
ば>

 

賃

銀
I

は
、
定

'額
給
の
,

l

_

f
 

I

f
時

舉

f

 

I

I

I

 

f
簾

靈

る
力
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は
之
でI

)
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併
し
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し
て
も
、
各
場
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に
於
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そ
れ
ぐ
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に
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蒙
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そ.れ

以

上

一

哩

毎

，
に

何

錢

增

加

」

と

定

め

る

場.ム
ロ
に
於
て
;?
>
追
加
料
金
' 0
部
分
を
幾
段
か
に
區
分
し
て
、.長
距
_
 

の
部
と
な
る
ほ
ど
其
の
维
を
相^ '
に
®
下
せ
七
め
な
け
れ
仗
合
理
的
た

P

- #
な
い
こ
と
に
法
意
す
る
を
要
す
る

o

猶

ほ

、
、
自

動

.；

al j 

當

ヵ

の

.毀

用

が

運

'-
«
距

飿
-4
:
反
此
例
的
に
變
動.す
る
と
^
ふ
こ
と
は
1
自
動
•
&
運
送
業
者
を
し
て
經
營
規
模
の
擴
大
、
特
に
運
轉 

ン
路
«
の
延
&
靖
加
を
企
圖
せ
^
め
名
め
：原
：̂
1

.̂2
>
で
^
を

此

處

に

附

^

心
^
置

く
-^
.
.
;、，.ベ.，

■

(

八)
.

 

\

V

1
.
5 

,

哩
當
^
::
0
費
用
を
，箅
出
4
た
場
合
に
於
て
.寅
.に
.注
意
す
べ
き
1
'事
が
あ
^
^
^
^
そ
れ
は
、；
同
じ
く
一 
車
一
哩
當
り
で
も
、
大
型
：
 

Q

摩
#
ほ
^
絕
^
額
.比
：#
加
す
，る
.
_
:而
&
積■

量
：；

l
m'
位
當
か
0 '
費
用
ほ
寧
る 

思
ふ
^
之
は
、
自
動 

棋
の
工
ン
ジ
ン
そ
め
も
の
が
旣
に
一
定
の
重
量
を
有
し
て
其
の
遝
行
に
費
用
を
要
す
る
の
で
.あ
っ
て
、
之
に
貨
物
又
は
旅
客
を
乘
亡
て 

'も
總
重
量
の
^

加
を
來
す
こ
と
は
比
例
以
下
に
止
ま
を
か
ら
で
あ
る
0
.令
試
み
.に
工
；ド
ヮ
ー
、、ッ
氏
の
作
成
し
た
表
に
據
^
ぼ
、
走
^
卜 

哩
0.
場
合
を
取
つ
'て
見
る
.に

、
，
ー

哩

に

付

き

ニ

噸

稂

ト

ラ

.ッ
ク
は
平
均
9:
七
六」

.：弗
、
三
噸
積
の
：も
の
は
平
均
0
が

九

七

弗

、
四
噸 

積
の
も
の
.は
年
询
o

•九
ー
四
弗
、
五
¥
積
の
も
の
は
-~
.
•〇

一
八
弗
を
要
す
る
が(

E
d
w
a

:Hds,op. 

d

r

D

r
's
p)

、

之
を
一
頓
一 

,哩
當
り
；：に
し
て
見
る
と
、
：U

噸
積
せ
0
.H-
0
 

一
 
六
六
弗
.
29
噸
積
.は
：〇
*
1一1
‘

一

九
弗
、
$
獲

は

0

*

1
0
四
弗 

i

f

}積

載

力

の

增

洳

す

る

に

つ

れ

で

.
一

噸

^
裡
當
り
費
甩
が
益
々
遞
減
す
：る
こ
と
が
發
見
さ
れ
る
。.他
ひ
：哩
數
の
場
合
に
就
て
見

H
 

. 

... 

.

て
も
大
型
の
も
の
ほ
ど
'
i

田
り
羅
に
な
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
ホ
I

小
9

1

每

f
 
V

4
5

9
0
、

ジ

a
ハ
、
不

ッ

ソ

ン 

f

 n
e

l

。
|

 P.
4
3
0

踢

i

字

數
I

I

.
丨
I

:
の4

と
：磨

違

す

る

が

、
：

_

量
の
大
I

る
ほ
ど
一
傾 

:

f
 

s
用
の
靈
と
な
る

I

?

點
は
同
一
で
f

同
鐵
i

又
I

f

就

I

ひ

警

而

し

て

お

の

1

 

り

交

■

利

—

れ
1

大
塑
I

に」

i

i

f

Q費
用
は
、
.，

 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

0 

T

1

1

V 

0 

 ̂

よ
つ
.て
4

違
l

i

l
日
し
I

.
き
t

ゾ

ホ

浩

£

は
愿

タ

イ
.

ヤ
の
場
合
よ
り

I

價
で
あ
り
、
又
履
動
力
よ
り
も
ガ
ソ
リ
ン
使
用
の
方
が

I

で
あ
る(

ミ
I

 

0

V

 

&

.

 

P
.

看

4
0

0

此
の

f

明
か
に
す
る
爲
に
、
.同
笤
作
成
し
た
數
侗
の
表
を

I

し
て
之
を
一
表
に
趣
め
て
示
す
と
次
の
如
く
で

-

積
戰
1

'-
へ
：へ

:
: 

.

.

: 

V
:

 

:
:
s
f:
-!
>f
.'一
ヤ
、

ベ
.

.V

ス

五
*七
.九

3£

固
形
'タ
> r

，ャ

•
.
ペ
ン
ス

; .

#
四
.上 c:r:

:,'
:
'
:
s 
農
七
：

空

氣

入

タ
K

ャ

八
^

八

'
 

1
9
-
1

六

m
路
m
送
費
の
分 
柝 ；
t?
共
の '.

敎
m

c

一
 

三

三B



ベ-細 サ 如 ^ ん成， 分を対^ ^ 承 ^ 钱 送 驗 ぜ ‘战ぶ.；̂に

逍
路
運
送
费.の
分
祈w

其
の
效
用

ニ 

ニ 

1

6

0

三
.

.

.

.

 ...I

三
•
五 

ニ
四
•
六
六

.'ど
ノ
四
ン 

'
:
.
'
■'り

.
v
.
:
-
^

.

つ
：
.編

ニー:
.六
:

r 

. 

:

(

■
,—

-

Cl:

三
三
四)

'
-*
'
七
•四
七
：
 

ニ
〇
•
五
九

3
H
C
1
.

一

ニ
7|
:
.五1 

ニ
七
•
五
九

I 

ニ 
•
八
五

r
l
l•
六
四

T

五
•
九
四 

1

八
V
I七
. 

ニ 
〇
‘
1
3

•
又
：.
'
.
自
動
取
.は
走
行
哩
數
を
重
ね
る
に
.從
つ
：て
修
»
費
を
餘
分
に
_
す
る
と
と
明
白
で
あ
 ̂

，ホ
7
イ
ト
氏
.は
、
. 一
t
ー
六
年
に
貞

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

、.
 

... 

、
 

.
'
•
•
+ 

.' 

'
 

:

.

.

入
れ
た
ゼ
_
の
'
;五
噸
樹
卜
ラ
ネ
ク
忙
.就

て

其

：
の

買

入
1:
1
_率

間

：
に
：
於

け

ざ

*
種
：の
賢
用
を
ボ
し
て
©
s.
が

、
；，
之

に
.あ
^:
と

修

籍

時

間

や
 

修

繕

費

が

年

海
#
激
增
し
て
居
る
こ
と〗
次
の
如
く
で
あ
る
。

.

.

. 

•

九

修

；.繕
：:
;
：
時:間

，
； 

走
：，

行
.，
.時
く
 

_
:
:
. 

1

日
當
り
圈
？數
，

ガ■
ソ

.
9
■

ン(
1

.

日

當

り

〕 

•

オ
ィ
ル.

及
'

^

リ
J

ス'

(
1

日
當
り)

.勞
働 Ci：

日
當
り
0

.
■.-
.

修

縫
,-
:勞

働

.

:
:'
:
2
日
當
.り 

V

六
年 〇

，
五
九
.ニ
へ 

五
四 

Hl.il 
八
"

.
•
ニ 一

彐i

o

一
.

. 
.

Q〉

4

九.I.

七
年

;

.:,

1
1■

へ 

一
、
七
〇
四
，

', 

,

5 

ハ.-.

三
へ

•

五
七
.

； 

•

四1 
?
〇
〇

.

.

一
四
三

V

T

九
'
1
A年 

:
-'
1
〇
九 

九
、
〇

§

.

■
.

四
一 

'

''
J

T

K ;-

V

「

五
‘
00 ;
ゝ

■
M
A
S
:

.

修
S
繕
，：.呼
分
：品
；
 

,cr':

日
當
.り
.

)

割
掛
、减.：價
.，事
：
. 

.C1

日
當
り)

九 〇

一
八
•三
八 

(
w
h
i
t
e
,

 

o
p
.

 

d
t
,

 

.
p

 4
0
5

■■
:
:
:
广
•四
四
：

二
；

T

_

r :

ニ 

一
 

•八
六

,-
H
.
o九

4

-
ん

-

ニ
九
丄
三

:
:尤
^
;>
-有
§
-ー
年
間
に
於
て

一

般
物
慎
の
騰
貴
は
著
し
い
も
の
.が
あ
つ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
：必
要
が
あ
る
；が
、
を

A
r.
:
-
し

て

も 

出

毐

が

藥

ょ

也

もf
し
て
修
織
■

の
体
車
及
び
修
綠
费.の
關
係
か
ら
雲
费
金
餘
分
に
趣
す
f

と
.は
明
白
で
あ
づ
て
-

;:此

 

の
事
は
、

〗

本
部
で
も
‘

年
式
0.
車
輛
を
多
敷
に
有
：す
る
自
動
朮
運
送
會
社
に
於
て
確
め
か
れ
て

^
る
の
：で
あ
る
。「 

-

:

'
;;;
:

v

: :,

f
-
.

w

. '.
'
'

、

-.'c
+

y
T、：  

 ̂

P

 

 ̂
:
.

:
. ;
:

:•
:

:'
■,

.

•■

'
'
'
:.
:

■.
'■
 

■

.

以

上

吾

人

は

、
：自

動

車

運

送

：の

費

用

の

'

單
價
を
距
離

4

の

關

係

に

於

：
て

#:
察
し
.た
が
、
.；更
に
別
«
の
見
地
に

.

立
：つ
て
：S
:
.
此
の
：單
惙
を 

時
間
^
の
關
係
：に
於
て
#
察
す
る
：の
'必
宴
あ
る
5 :

•
感
ず
る
o
思
ふ
に
、
前
段
に
於
て
直
接
費
.と
間
接
費
と
の

.

區

，时

を

行

つ

；，

た
が
、
之

は
： 

走

行

：距

離.着
の
關
係
の
有
侧
B
標
準
と
し
.て
爲
さ
れ
た
^.
の
で
あ
つ
て
、
走
行
距
離
と
.直

截
_
係

し

：：
て

變

動

で

る

.も
0
を
直
接
費
土 

呼
び
、
:之
^
直
識
關
係
な
含
も
0
を
間
.箱
費

>

呼
ん
だ
0
で
あ
る
：0
從
つ
て
、
間
接
費
は
走
行
の
有
無
に
向
ち
ず
單
に
時
間
の
^
齒
の 

み
に
伴
つ
そ
常
時
;#
在
す
：る

も

.>
>
で
：あ
る
0へ：走
行
中
^
冬
、
^:
€

咬
も
，
*
庫
內
に
於
て
4

る
O
X此
の
關
係
か
ら
時
間
が 
一S

の

費

用

と

霞

て

表

は

：さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

而

荖

此

の

，
一

'定
時

間^-
り

の

費

湯

を

知

る

：
こ

と

： 

は
、
；
.
暴

車

運
.送
'
の

經

營

上

に

も

、

叉

一

般
交
鍵
策
上
に
.も
極
め
て
有
議
の
こ
と

'で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.:)

：一：
：..

.

逆
路
運
，送

.

^

の
分
析

W
.

其
の

.

效.

用

5

一
 
1

1

r

 
I

H

-3

?〕



f .V

逸
路
麗
费
の
分
f

共
の
效
用 

二

四

(
S
H
O

る

，
に

は

、S

還

目

に

就5

變

は

部

分

的

•に

時

間

.Q

經
過
に
伴
つ
5

用
$

;

5や

零

、
其Q

麗
如
何
を
檢
討
し

、

t
 

の
程
度
を
^

^
し
.て
一
ヶ
I

は

'一
ソ

ァ

年

の

期

間

に

就

て

.の
費
用
額
I

出
し
、S

の
合
計
f

-右
.の
期g

の
時
間
數
の
六
十
.
I
V 

以
て
割
れ
ば
办
い
。
今
，
翌

上

"
前
揭(

1
.

ニ

慕

照)
Q

費
自
分
類
表
I

礎
と
し
.て
：一,.

例
を
説
明
す
れ
ば
、
翁
の
十
二
I

中
で

'

:I

難

間

舊

隱

證

額

巾

密

是

等

諸

寶

■

命
_

^

^

ー
 

隹
謙

ゼ

，
意

と
し
て
は
一
1
.
1

1.

十
四
時
I

す
る
よ
び
も
8

時
間
數
だ
け
に
止
め
、
.印
數
ぼ
休
業
又
は
休
取
の

.

日
I

,
い
た
營
業
执
數
t
け
に 

止
め
る
が
適
當
で
ぁ
ら
ぅ
。
何
れ
，に
し
て
も
、
個
々
の
營
業
者
に
於
て
そ
れ
ぐ
自
家
所
有
の
蜃
に
就

て

此

の

.點

に

關

す

る

實

際

又
 

ベ
は
平
均
の
數
f

求
め
得
る
。
而
：し
て
之
を
得
た
以
上
は
之
に
よ
つ
て
貨
物
運
賛
.び
旅

齡

：|

:
何
れ
S

V
も
所
謂「

待
時
間
も 

:

.

の

經

濟

的

價

値

老

有

す

：
る

か

：裏

り

得

_

、「

同
姆
杞

3

^

料
金
を
如
何
に
定
む
べ
き
か
裳
礎
を
之
に
よ

.

つ
て
與
へ
ら
れ
る

Q

で
ぁ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

へ
；、

(

十 

I
)

.

一
毫
、
乘

動
堪
：秦

.ジ
ョ
ハ
ネ
ッ
ソ
ン
氏
は
、
.：：f

v
衆
に
先
ん
じ
て
、
此
の
計
算

 ̂

て
、
全

.

費
用
項
目
十
二
I

燃
料
^

滑
油
、

例
6
彥

9
士

无

て

言

^

;0
_
讀

時

制

灌

纖

係

ル

て

_

_

の

誉

瘍

 

f

M
 

f

Q
齋

尤

ら
I

Q
諸

書

f

i

t金
f

欺

し

詳

し

、
以
て
、

疋

ー

哩
f

爵

繁

忠

I

I

づ
く
も
の

を
f

す
る
：
雨

专

.1

年
出
に
於
■

證

時
間
を
推
薄
し
、.
_

竺

^
^
^

::
:

;

s

f

の
1

わ
I

f

 

g
、

先
S

一.に
也

フ
ッ
ク
を
取
上
げ
る
。
氏

.

は
別
の
個
所
で
ト

,

フ
,

ク
の

I

I

霧

力

叫

及
.び
各

赞I

に
f

讀

た

計

塵

行

；
つ

顏
I

I

蘇

I

I

關

^

m
;t
1
¥
:
.
遍

遵

費

用

サ

で: ^
_
に

關

係

ぁ:?
>
費

用

額

を

衣

の

如
_ぐ

に

雜

るo

,

,

一
.

)

.

.

.
-
.

「

'
萍

：̂
\
:
«
.ー)

'
:
、

マ
ー
：
：
一

1
:

レ
：
療
ヘ
ぼ

'•
■
鉸

-
麻
这
举
ダ
積
着

:'
:
:
:

丄
ー
ー
噸
‘
半

镇 

得.

ハ
.ぼ 

潘
路
運
送
贺

Q

分
析
ミ
其
の
效
用

七
ユ
ト

1

四

•
七

六 

■1
.

七* 

1
,
1

 

ニ

ニ

•
九
 r

拉
1
.な

四

四r 

a-
l

m
セ
：
 

三
t
T八
四

H
i:
_

.へ1
:匿

七

四

マ

：

五



道
路
運
.送
独
の
分
析̂
■其
の
效
.用
.

.

.

■ 

/ 

’ 

.

ニ

六

、
一'
~三
\
ノ

■:.
.

而
し
て
全
國
o -

ト
ラ
ッ
ク
の
中
で̂

噸
以
下
の
も
の
を
八
割

^

見
て
七
各
型
ト

-

ラ
'

?

,

ク
平
均
の

—.
.

車
—*

哩
當
：り
費
用
中
、
時
間
に
關
係 

あ
る
も
の
と
し
て
ニ

一
•ニ

ニ

セ
ン
ト
を
得
る
。
次
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
年
間
走
行
距
離
を
平
均
ー
萬
哩
と
し
て
、
時
間
に
歸
せ
ら
る
べ
き 

費
用
額
こ
、一

”
1

1

1

ド

ル
. |
:

得

今
1

に
、
へ
ト-

7

ャ
^

^

る

r
く
し
て
'—
-
.平一

時
間
當
り
八
八
&
:、セ
^
、ト
> 

_じ
く
.ー
分
間
當
反
の
數
用
}
‘
^
^

第
二
に
乘
用
車
を
取
上
げ
る
。
此
の
*

5-

で
營
業
用
の
も
の
に
就
て
は
*1

方
で
運
轉
手
の
實
銀
を
年
額
ー
、
八
-
0
0:
離
と
し
、
年F

• 

: 

-t
 

• 

.

1
1

'

四
0

- 0

時

彻
1<
?

:

し
て

'
 

.一
舉

1

.

分
制
當
り
一‘

u

- s

セ
ー
ン
ト
を
得
、
也
方
一
で

；
據

M .
:
傲

却

§
1

分
一
の
' -
*

■を

^

む
一
其
他

Q
:

諸

項

目

に

.關

し 

- C

は

針

算

.に

ょ

タ

一

取

1

'
哩

當^ :
:

の
：費

用

；

.

V

九
<

セ
；
^

ト
€

得
>

年
_

走
_

 

之

を

年

間
 

U

 

/

P

O

' G

勝

邓

に

#

嚴

て

で

蕞
一
分
間
f

の
費
用
は 

一
•三
八
セ
ン
ト
と
算
出
し
得
たo

又
、
.自
家
用
.の
も
の
に
就
て
.は
種
々
の
事
愦
を
考
慮
し
て
、
-—
*
.
5

當

0々

_

七

碁
^

ト
：
と

推

算

岩

翁

3

?

^

^

幾
何H

•な
る
か
を
箅
出
す
る
爲
に
、
.乘
用
車
の
三
分
の
一
が
營
業
用
、
‘三
分

の

、
ニ

が

自

家

用

で

|

と
推
定
し
、
前
者
に
はI:

•
三
八 

セ
.シ
ト
ブ
馨
次
社

—

七
泣
^
重

^
適
饱
ガ
て
—

零

乘

用

：
一
、
裏
へ

1

分
間
當
艺
費
用
を
較
均
D
•
九

六

セ

ン

.

'
'第
三
に
、
ト
ラ
ッ
ク
た
る
と
乘
用
宏
.る
と
を
問
は
ず
、
凡

'^
自
動
难
一
毫一:

分
間
當
り
の
费
用
如
何
を
見
る
爲
に
、
.'
■
ト
ラ
，ッ
ク
金 

數

に

對

老

--
-
•
•
四
七
〇
セ
シ
.ト
、
*
用
«.
垒
數
§

，
九
六
|

 

て
.

1:

裏
：一:分
間
當
り
の
'

費
用
額
i

:
て
居
る
0

|
費
用
齔
垮
I

?

尊
 

I

合
が
：大
I

る
ほ
I

第
：S

額

乘

用

璜

|

め

直

衾
 

:

ハ

ネ

ッダ
ン
氏
は
許
第
の
結
果
1
纏
め
て
之
を
次
吃
如
ぐ
に
表
.承
し
て
宵
る
。

埤ー分間 

の用費

: . . . 、 パ :.

0.96セ > 卜;

0.97

0.99、

1.01

1.04

1.06

1.09

1.11
'ノ ぐ . ■

[.16

乘用寧ぬ 

割合

• 9 0%
■. 93 *

95 

90 

83 

80 

75 

70 

60 

50

の 崎 . 

%

割­

む

2

5

10

15

2

25

30

40

50

(
J
o
h
a
n
e
s
s
o
a
o
p
.

 

c

i

r

p
.

 

4
8
-
5
2
.
)

 

’

つ
’
：
：
：ィ
ネ

■'.;

ッ
漬
の
墓
し
た

S

肩
の
撃
は
、
一
米

S

;事
情
彦
て
計
算
し

|

_

に
適
用
1

こ
I

出
f

い
の
I

論
の
こ
と
で
ぁ
る
が
、
而

も

斯

か

鼻

著

何

れ

■

影
 

疑
な
■

而
し
.て
そ
れ
を
行
.ふ
I

は
：：

I
I霞
通

政

策

上

、
‘
.特

に

道

路

政

縱

上

：
に
：

1

ず
J

が
少
ぐ
は
_

 

f

 

o
ハ
5

に
、
僅
か
數
分
の
.時
間
ひ
損
f

貨
幣
額
に
見
猶
つ
て
も
幾
何
に
も
達
.し

氏

の

で

は

ぁ

る

：
が
：、

そ

れ

は

鼠

に

：
數

臺

.
の

旨

.

1

1

 分
I

I

 

' 

• 

. 

ii

七

(

I

:



* 5:£恐 .:?ア怨:

.
遒
I

送
費
の
分
f

其
の
•敦

用

■ 

• 

• 

1

ー

八

v
:

(

：5

四
；〇

) 

動
取
の
.み
に
關
す
る
こ
，と
で
は
な
く
、
全
國
の
？

萬
、
奮

藝

•の
自
動
車
に
關
係
す
る
の
で
あ
っ
て
、.
一
取
一
分
の
損
失
は
微
ゎ 

“で
あ
っ
て
も
通
過
自
動
車
蕞
擊
麗
百
萬
に
適
洲
し
セ
見
れ
ば
、
其
の
.損
失
.

Q.

合
.針
は
多
大
の
.量

，
に

達

す

る

、

.而
■

外

艺
 

，り
.で
は
な
く
永
久
に
獲
し
反
復
3
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
時
間
的
拽
失
を
少
か
ら
し
め
る
こ
衾
交
通
政
策
.に
^'
:
,さ

れ

た

レS

 

課
題
に
外
な
ら
な
い
。 

, 

、

、

.

一

)

以
上
、
£

及
び
時
問
と
I

係
か
ら
見
'た
る
自
動
I

送
の
觜
に
f

述
べ
て
來
た
が
、
：此
の
費
用
は
道
路
の
磐
に

ょ
っ
て 

，
可
な
り
.の
相
違
を
來
す
も
の
：
で
あ
る
0

.

先
づ
笫
一
，に■
面
の
谓
が
如
婆

連

醤

に

影

響

す

る

か

を

見

る
.

に
、
そ
れ
は
燃
料
の
消
費
量
の
上
に
最
も
著
し
く
現
は
れ
る
。 

4

平
面
.上
•
*
^
^
^
:;
1
る
應
車
：:̂
.機
械
备
賞
摩
擦
及
び
車
輪
奋(&
1
と
ー
の
接
觸
に
ょ
っ
て
生
ず
る
運
轉
抵
抗
と
广 

:

か
ら
受
け
る

_

避
坑
と
の

^

者
に
鉴
た
ね
ば
な
ら
な
ぃ
が
、
其
の
中
で
為
者

^
^
 ̂

受

け

：る

抵

抗

は

路

爾

.

の

：狀

態

；
に

ょ

つ

-

て
著
し
く
相
違
す
る

0 

.

. 

I
 

ヵ
リ
フ
ォ
丨

n

ァ

大

婦

A
g

r
l

u
r

a
l

 

E

f

- f
n

g

ま

a

f

噸
當
り
の
爵

. 

牽
引
力
糞
は
、
コ
ン>

リ
|

道s

l

.

l

t

沒
ン
く
'水
締

マ..

力
；ダ

I

に
於
て
罢
四

K

 

> 

^

A

 

- 

V

- 

K

, 

土
道
に
し
て
塵
埃

s

i

”
 

裳

雪

I

I

S

九
九

.g

k

ド

；
出
道
に
し

'

て
鹿
ぎ
泥
t

成
■

の
は
ニ 

一
. A

ポ
ン
ド
、
緩
#
砂
利
道
で
は
ニ
六
三
ポ
ン
.
Fで
あ
|

妾
ふ

:9
'
-
:

(

|

坪

：0
1
>
'

clr. 

p
,

 456
，)。

從

て

各■

路
面
；

要
す
各
ガ
ソ

t

ツ
消
費
量
に
も
之
に
應
じ
.た

相

違

が

生

ず

る

の

で

あ

？

、
，
ク

リ

L

ゥ
ラ
シ
ド

市
で
ニ
8

ト

ラ

慕

行

、i

i

ょ
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
一
：
力l

i
重

行

し
f

 

I
は
、
I

於
て
は

K

•七
.
■
、
沖

屢
：1

■

は

顏

響

‘_

_

利
道
感

敗
瓦
道
で
は
九
•八
八
哩
、
上
等
の
揀
瓦
道
で
は
こ
•
叫

灣

コ
ン
ク
I

ト
道
に
於
て
は| 

一
 

•七
八
哩
で
あ
.つ
た
と
云
ふ(white, 

op. 

a
r
p
. 

4
5
7
0
0

べ
1
ト

マ

备

は

囊

、中
級
-
®
級
室
種
道
路
に
於
け
る
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の

割
合
は
、
7

0
九
、
一
•
三
-
、
、
 

十
六
一

.の

如

op. 

dt., 

p. 

3.40
、

道

，
路

改

良

會

の

報

塞

に

據

れ

ば

、

. 一

f

籽
當
り
が
、
砂
1

 

で
は一

1

錢
プ
屈.

命
製
道
で
は一

1

錢
三
厘
で
あ
つ
て
、
S

間
に一

一
割
の
差
が
あ
る
-とI

S
O

 (

前揭バンフレット六

5

0
路
面rv 

狀
灌
單
に
燃
料
に
影
響
を
與
■へ
る
の
み
な
ら
ず
、
夕
ィ
ャ
毀
に
も
多
大
の
影
響
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
點
は
暫
ら
く 

4

 

を
省
略
す
，る
。
何

会

し

て

も

、
運
轉
费
は
是
等
f

の
關
係
か
ら
醤
の
I

:
に

ょ

つ

て

多

大

の

影

響

を

受

け

.て

著

し

い

差

違

美
 

ず
る
。
ジ
日
ハ
ネ
ッ
ソ
ン
氏
は
此
の
相
違
を
次
の
如
く
に
承
し
て
居
る
。
 

•

普
通
の
'コV.

ク
リ
—
ト
、
：ア
ス
フ 

.

ヮ
ル
：ト;:

'

櫪
lPJ
.
nシ
ク
リr

ト
，

.最
良
の
コ•'/
ク
；
リi

ト 

瀝
'
.赞
.
マ
ヵ
ダ.ム

，

:

. . 

.へ■最
藥

二
道
：路
運
：送
費
の
パ
分
析
具.の
：效
：

用
.
.

• 

.
ニ
.
§..
 

. 

.
.

C
I

S
)

.

.

比
率

1

〇
〇

- ^
■ a

'

一‘〇
六 

1
〇
九

¥
均
....
一.
.
_
哩
當
'

り(

セ
ン
ト

>

一
〇
1
五 

:
，九
•
八

m
■ ■ V •



i拐 t:

道
路
運
送
赀
の
分
析̂

其

Q

敎
用

'

.水

締

マ

カ

ダ

ム 

' 

.

、

一
一
一 

普

通

の

砂

利 

二
八 

.撗

鹿

の

土

寧 

ー±.
0 

;f
_

の
_

道
マ
ゲ
^̂

(Johanesson, 

op. 

c
i
r

p. 5S ,

ン

H .ニ ニ ー
♦ • 豢 •  •

ニ 六 四 七

O

2

U

H

S

'•
，て
—

ー
に
喲
配
セ
有
無
浹
外
^
權

動

苹

簡

轉

^

^

多

大

の

影

.場
合
に
於
け
る
|

牴
抗
及
び
客
氣
抵
抗

: 0

外
上
见
に
勾
配
抵
抗
が
加
は
る

.

の
で
、
々
れ
だ
け
所
_

翌
の
增
加
を
來
す
。
米
國

P

'■
7

1

び
燃
料
消
費
と
軸

1

カ
と
の
關
係
は
燃

|

:

の
混
合
亦
不
變
な
れ
ば
直
線
的
で
あ
る
と
の
假
定
に
蕋
い
て

.

計
簾
し
て
居

.

る
'

フ
で
あ
，る 

ボ
：̂

の'
1

军

所

に
^

れ̂

ガ
；ツ
, ^

シ
溜
護
也
軸
馬
为

_

 

1

0

の
時
は

'-
:

ガ
.

ロ.

ン.

、1
1〇

ぬ
時

%

: T

六

巧

ン

、
三
〇
の
時

.

^

>

1

ーガロン、
四

0

;

の
時
は
三

*

七
ガ
ロ
ン
、
五

0

の
時
は
四

•

三
ガ
ロ

.

.

ン
を
耍
す
.る
り
で
ぁ
る

(
B
a
t
e

 
日an, 

0

?-
c
i
r

p. 

36-7. )

o

へ
 

. 

■ 

. 

• 

■ 

. 

■ 

• 

'

_」

■
1

^

:咱
哪
障
- ^
^
;*
は
：他
5

通̂
.著
と
の
.平
酣
'^
叉
に
'ょ
0
そ

着

と

ま
; x

す
る

,

所
に
；至
れ
0

他
ぬ
道
⑩
土
を
直
進
す
る
交
领
流
に
妨
げ
ら
れ
て
其
處
に
危
險

i

混
雜
と
を
生
ず
る
の
で
、

s

 々

灸

通

盤

观

を

行

，
つ
て
；
居

る

が

、

'

_

o '
方

T
b
r
f 

c
k
h
s
K
t 

*
h
J

^
S

C
C

S
-

:
^

^
s

^
:

l

f>
>5
h

!

^

u

:

r

?

j

v

r

、]<
，

7
r
^
"
7
f

I

い
0

而
も
其

0

爲
に
エ

''

ン
ジ
ン
を
止
め
る
程
で
も

'

な
い
の
セ
、

.

燃
料
消
費
は
依
然
と
し
て
繼
續
す
夺
; 0

假

り

に

ル

ー

ブ

式

に

設

隨

さ

1
 

.

て
ぁ
つ
て
毫
も

.
1

時
的
停
北
を
要
し
な

'

い
場
合
に
较
て̂

、
其
處
で
.は
概
ね
速
ヵ
を
低
下
し
多
少
迕
囘
し
ノ
て
距
離
も
燴
加
す
ー
る
が
ら
、 

變
消
費
量
は

I

り
幾
分
か
增
加
す
る
:°
$

:

リ
.ン
消
漿
浃

に
上
る
も
の
で
ぁ
る
デ
べ
ー
ト
マ
シ
氏
に
據
れ
ば
い
各
糧
の
道
路
上
に
於
て
，
大
體
時
速
十
岘
の
時
が
ら
福
次
增
加
し
て
三
十
迎
乃
至 

四
i

l l

に
達
す
る

.

ま
で
‘

|±

次
第
に
ガ
ソ
”

，y

消
費
量
が
減
少

し

':
.■*
.之

を

齡

ゆ

れ

ば
. ^
- m

に
消
費
量
は
增
加
す
るV  (

W
き

目

^

0

1?
&
 
.、
 

,
p
. 

2
3

0
0

ハ
右
の
.
關

係

は

鐵

道

の

踏

切

に

就

て

も

同

ノ
不
良
路
面

V

へ

勾

配

個
■

平
.

面
交

|

|

は
'

.

單
に
上
來
勝
述

.

の
：
如^

ず
、

_

中
の
速
力
低
下
及
び
，r

_

け
る
T

r凌
叉

の

，
場

合

の
.如
き
-は
、
每
囘
短
時
間
で
は
康
る
が
極
め
て
频
繁
：に
多
數
の
自
動
苹
を
停
車
.せ
し
.め
る
の
で
、
序
列
中
の
後 

部
に
停
^

Lた
も
の
ほ
^
益
；々

起
動
立
で
に
多
く
の
#'
;
間
を
失
ひ
、
全
亂
の
損
失
は
極
め
て
大
：な
石
;%
:
<?
>
'が
あ
^
0
道

路

の

が

自
 

0
淨
の
費
用
に
對
し
て
燃
¥
及

び

タ

ィ

，
ヤ

の

如

き

^:
耗
品
の
方
風
か
ら
K
喪
失
時
間
ひ
方
面
か
ら
^
参
大
-Co
..
，
影

響

を

與

へ

る

と

宏

ふ

此
 

の
事
實
ほ
"
.證

自

動

S

が
或
：る
數
量
.以
上
に
達
し
た
場
合
に
は
道
路
を
'改
良
す
る
こ
と
の
却
て
有
利
な
る
を
示
.唆
す
る
も
の
に
f 

. 

な
ら
な
，い
。
蔻
し
、
之
に
ょ
つ
て
得
る
所
の
國
民
經
濟
上
の
節
約
利
益
は
多
大
に
上
る
か
ら
で
ぁ
る
。

' 

’

•

'
:•

(

十
三)

.

.

\
-

道
路
運
送
費
は
前
述
の
如

.

く
道
路
費
と(

自

動

車

運

送

の

，
場

合

に

は

)

自
動
車
費̂

か
ら

'

成
る

0

故
に
、

.

之
を
各
々
ー
車
ー
哩
當
» >
'
:

に

.
 

迅
路
運
送

..

費
の
分
析̂

其
：の
'效
用 

：

三

二

ヽ

I

三
四
三)



細，̂ 解 驗 簿 超 衆 瓦 前 ; ^ 恶謂、

. • U

. If; ?.: 
:!:訂 ■：■!>. 
1 ;
'\h

ij；

.
 

.

.

.

.

.

. 

'
«

一

*

露

運

蕃

の

分

析
I

の
效
用
 

. 

.

.
^
3
- 

. 

- 

i
 

§

s
 

^

難
出
し
て
其

S

合
許
額
を
求
む
れ
ば

I

填.1

l

b
の
道
路
運
送
費
が
得
ら
れ
る
譯
で
あ
り
、
若
し
ド
ラv

ク
に
就

て
5

平
均
I

 

:
載

f

求
む
れ
ば
貨
物

一

嘴一

哩
I

I
■

送
費
が
知
ら
れ
得
る.

1

9交

ト

^

.盤

含

、
：特

舊

高

級f

、4

，

勝

隻

雇

道

遷

路

費

額

：
ぎ

て
、
道
路
運
遂

.

费
を
次
の
如
く
に

.

示
1 >
-

て
居
る

0「

,ノ 

. 

•
 

.

自
1,
审

m

數

.

.

.道
；.
V
,路
：
：
.

：：.. 費

:.- 

:.
'
:低
級
：.5

*

級 

一'■高
；級

'
.
'
.
'
.

ぐ.3

S'■
:■»
 

:
n 

. 

. 

I
n 

.

•
 

八
^

“ 
i

、
■!
■
:

一

S

.
寒

riii
六 

Ivljll 

一
--
*
.一、
i
r 

1
、1«;
:
: 

1 、

四
義
.
一
、蒼

.
rl ;「

，
一
、
九
一
キ
：
：
ー
、
ー；
：八

爭

」

、
一3:

:

自

-,
;
.鼯

.;
;
:車
.へ
^ :
.
.
.
ン

V.:

低
.
:.
級

、.
.
'
中
'難

：
；..
.
パ
'高
.級

：
.，

•3
1七

八
1'
八
六
 

一、
g

つ
l
.
r
l
チ
'

.

^

^
1
1
1
八
八/
--
空
1

•;
•『

七 

o
m
:

1
 
ニ
，
塞

.
I
r
s
f

: 

rv-
I
s
r

T

c

i

v

七̂
九
；

- ;
 ̂

g

、
_
 111211

四
'
:
.
ぐ
©'

道

路

：
.運

遼
.費

：

r<t

r
o*d
G.

CO<o

'
..
;
■低
：

級
：，

中
.
'級
;高

：：

級 

;.

r
、'i
i'
:
v:-
'

'

l■:
■
I
,

.
'
I
3
S
X
: 

J1 、

屋 

k
M

.:
七
、1
1
1
1
:

八
'
、T

八
^

:.r

八
ニ
 
九
： 

n
r

八
九
八

11 ー、

八八！！
一 

一r
at
九
九 

I

 
六

1

八
、S

1.1
0
3

1露

鉍

.

.

^

_

:
 

_1七
七

:■
■
■;着
ょ

つ

て

見

f

、
'自
I

裏
#
が

一

ー

五

〇

裏

に

達

.す

れ

ば

蠤

道

路

を

持

つ

こ

と

，が

最

も

露

運

送

費

を

此

廉

f

し

め

る

こ 

■

知
.ら
れ
l

l

l

_

T

I

f

 _

有

利

袭

る

皇会

と

が

出

來

危

l

i

は

米

國

に

於

け

る

擎

で

.ぁ

つ

て

、
.

g
磨

い
の
で
あ
7
ヵ

:;
'

;

公
1 .

:
斯
.か
る
^
ダ
が
露
政
策
上
のI

指
針
と
な
り
得
る
こ
と
は
'爭
ひ
難
い
所
で
あ
る
最
近
內
播
省
に
於
て
は 

道
路
鏨
五
ケ
部

i

を
.

立
て
，
國
道
に
在
て
は
一
、
七
五
五
軒
‘
.
^
縣
道
に
在
て

.

笔

、
四
二
三
杆

r

選
定
じ
て
：昭
和
十 

W

S

S
て
鋪
裝
：

H.

事
を
迤
め
：る
I

を
樹
立
し
た
，

:

五
〇
〇
匿

置

き

、
胺

馨

袅

.て
は一..

日
六
〇
〇
«
以
上
に
置
g

と
聞
い
文

何
に

'

米
國

3

情
の
相
違

'

が
著
し
い
と

_

つ
^

「

ら
ぅ
こ
と
は
疑
な
ぃ
0
で
ぁ
る
0
' 

,

:

,

:ン
'
:
'
..'
丨

.

.'.

.逍
I

 
費 

I

I

I
'.
、

••
•

•

:

;:
•

s:
l
v 

c
!

i


